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	応用
	抗原情報
	背景
	ISL1（ISL1転写因子、LIM/ホメオドメイン）は、LIM/ホメオドメインファミリーの転写因子のメンバーです。インスリン遺伝子のエンハンサー領域などに結合し、インスリン遺伝子の発現制御に重要な役割を果たしている可能性があります。膵臓細胞系譜の発達に中心的役割を果たし、運動ニューロンの生成にも必要である可能性があります。Islet-1の発現は心臓前駆細胞集団を定義し、正常な心臓の発達と非対称性に必要です。DNA結合転写活性化因子です。標的遺伝子のプロモーターにあるコンセンサスオクタマー結合部位5'-ATAATTAA-3'を認識して結合します。網膜神経節細胞（RGC）の分化に不可欠な遺伝子制御ネットワークにおいて基本的な役割を果たします。転写因子POU4F2と連携して、RGC標的遺伝子の発現を最大化し、発達中の網膜でRGCの運命を決定します。 LHX3およびLDB1と連携して運動ニューロンの分化に関与する。インスリン遺伝子エンハンサー配列に結合する。心臓の発達に必須。流出路、右心室、左心室細胞の一部、そして多数の心房細胞を生み出す一つの前駆細胞集団のマーカーであり、その機能はこれらの前駆細胞が心臓の形成に寄与するために必要である。この細胞集団におけるFGFおよびBMP成長因子の発現を制御し、咽頭前腸内胚葉および隣接する内臓中胚葉内の細胞の増殖と生存、ならびに心臓前駆細胞の心臓への移動に必要である（相同性による）。
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	HeLa 細胞溶解物における Islet1 発現のウェスタン ブロット分析。

